
作成したブロックを保存することができる

保存されたブロックを復元することができる

編集ページで作成したプログラムを実装ページに反映させることができる

夢を形に！ビジュアルプログラミングで

誰もがチャットボットクリエイター

指導時間

時間
10

プログラミング画面の構成

⑥中央エリア

左エリアからブロックをドラッグして並べることで、プログ

ラムを作成する。上下に凹凸のあるブロックを近づけると

自動的に連結する。中央エリアにあるブロックは全てプロ

グラムに変換されるため、不要なブロックは削除すること。②左エリア

プログラミングに使用するブロックが

並んでいる。

⑦テスト画面

実行結果が表示される。

⑤ステップ実行ボタン

実行されているブロックの色が

変化することでどのような処理

が行われているのか視覚的に

理解しやすくなる。

①実行ボタン

中央エリアで作成したプログラムをテ

スト画面で実行するためのボタン。

③保存操作ボタン

「ブロック保存」「ブロック復元」「プログラム更新」を

行うことができる。

④実装ページ移行ボタン

実装ページへ移行する。

データベースの構成

キーワード

ユーザー入力しそうな

キーワード。

〇 数字 （ 分岐番号）

〇 アルファベット

返信（text）

ユーザーがその列のキーワードを入

力したら、返信（text）に入力されて

いるテキストをチャット画面に表示

する。

画像（img）

Googleドライブに保存さ

れている画像のURLを貼り

付けておくとチャット画面に

表示する。

リンク（url）

サイトのURLを貼り付け

ておくとチャット画面に

表示する。

ブロックの機能

保存操作

＊データベースとしてスプレッドシートを利用している

ChatBot-edu



3 ユーザーの入力によってデータベースの情報を表示する

ユーザーの入力とデータベースのキーワードが完全一致していたら、「返信（text）」、「画像(img)」、「リン

ク（url）」がチャット画面に表示されることを確認する。

実行

▲プログラムの例

▲データベース画面の例

▲チャット画面の例

自己紹介チャットボットを作って、ChatBot-eduの基本操作を確認しよう！

まず
体験

１ テキストを表示する

2 ユーザーの入力によって分岐されたシナリオを表示する

テキストがチャット画面に表示されることを確認する。

実行

ユーザーの入力によって移行するシナリオが変化することをチャット画面から確認する。

＊ユーザーが入力をする際は「ユーザー入力」ブロックの中に「分岐番号」ブロックを入れる。分岐番号はユーザ

ーが入力する数字に反応する。さらに「分岐番号」ブロックの中に「シナリオジャンプ」ブロックを入れるとシナ

リオジャンプブロックの数字と同じ数字のシナリオに移行する。

▲プログラムの例

▲チャット画面の例

▲プログラムの例

実行

▲チャット画面の例

＊プログラムは必ず「シナリオ０」から始めること

画像（img）の表示方法

① 専用のGoogleDriveへ画像をアップロードする（マニュアル参照）。

② GoogleDriveにて画像の「リンクをコピー」を行う。

③ コピーした情報をデータベース（スプレッドシート）の画像（img）列に貼り付ける。

＊データベースに情報を追加後、編集ページを更新するとデータベースの内容が反映される。



４ 生成AIブロックによる回答を表示する

「生成AI」ブロックにより、プロンプトの内容が反映されているか確認する。

実行

▲チャット画面の例

▲プログラムの例

実行

▲チャット画面の例

▲プログラムの例

＊同シナリオ内の「データベース」ブロックと「生成AI」ブロックの優先順位

▲データベースの例

▲プログラムの例

実行

データベースにはないキーワード

実行

データベースにキーワードがある場合

データベースにキーワードがない場合

▲チャット画面の例

▲プログラムの例

▲チャット画面の例



５ 画像認識ブロックによる回答を表示する

Teachable Machineによるトレーニング（例：グー、チョキ、パー）

▲チャット画面の例

▲プログラムの例

実行

Teachable Machineにて生成されたURLを画像認識ブロックにペーストする

生成AIブロックの活用例（＊データベースにキーワードがある場合、データベースブロックが優先背される）

回答の制限

シナリオによってプロンプトを使い分ける

実行

▲チャット画面の例

実行

▲プログラムの例

▲チャット画面の例

▲プログラムの例



７６ 終了ブロックによりGoogleファームを表示する 実装ページにプログラムを表示する

実行

「終了」ブロックにより、GoogleファームのURLが表示されることを確認する。

▲チャット画面の例

回答結果

▲プログラムの例

▲Googleフォーム画面の例

▲レビュー画面の例

・Googleフォームの質問項目は編集可能

・データベースのシート名「レビュー」では、Googleフォームの回答結

果が表示される

実装ページに編集ページで作成したプログラムが反映されることを確認する。

移行

▲チャット画面（実装ページ）の例

手順③

手順②

手順①



体験で作成したプログラムを基に問題解決

１ 今までの学習を基に、伝えたい情報をデータベースに入力しよう

2 ユーザーに「使いやすく」、「分かりやすく」利用してもらえるような工夫をしよう

レビューから改善及び修正を繰り返して、「より多くの人」に伝わる工夫をしよう

編集ページの「ボット出力」ブロックやデータベースに、今までの学習においてより多くの人に知っ

てほしい情報を記載していく。

班でユーザーとのやり取りをイメージしながらアクティビティ図を作成し、構想を共有する。そして、その

アクティビティ図を基にしながら編集ページにて構想を具電化していく。その際、「使いやすさ」、「分かりや

すさ」に着目し、ユーザーの立場とメーカーの立場を往来しながら最適なプログラムにしていく。

作動環境

〇 インストールやダウンロードが必要。

〇 Webブラウザ（Chrome、Edge、Safari）で作動を確認している。

〇 上記ブラウザであれば、iPad、Androidタブレットでも作動する。

注意事項

〇 Firebaseの登録及びFirebase CLIのセットアップが必要。セットアップマニュアルを参照してください。

〇 学校外への発信では実装ページに表示されるコンテンツの著作権に関して十分な理解をもって利用すること。

教材に関するお問い合わせ ChatBot-eduご利用や詳しい説明は、下記Webサイトをご確認ください。

https://gijyutu.com/main/

▲データベース画面の例

問題の発見 今まで学んできたことを発信し、持続可能な社会に貢献したい。

課題の設定 より多くの人に伝わりやすいチャットボットを制作する。
例

私たちが今まで学習してきた「エネルギー問題」や「食料問題」についてより多くの
人に知ってもらうことが、持続可能な社会につながっていきそうだ。

分担をしてデータベースに伝いたい情報をどんどん入力していこう！
＊スプレッドシートなので共同編集が可能

3

ユーザーは数字の入力だけなので
「使いやすい」と思うけれど、文字ばか
りでしっかり伝わるのか不安だ。
それに、編集ページの構成をもっと簡
潔にしていかないとデバッグしづらく
なる。もっとデータベースを活用してい
こう。

追加情報を入れやすいよう
にデータベースを活用してい
こう。そして、ユーザーが「分
かりやすい」ように画像を表
示させたり、補えない場合に
は他のサイトのリンクを貼り
付けたりしよう。

「分かりやすさ」については、多くの人から
よい評価をもらっているが、「使いやすさ」に
ついては評価が低い。コメントを見ると「文字
の入力が難しい」、「打ち込む量が多くて大
変」といったものがある。データベースで検
索する際にはアルファベットのみでも検索が
できるようにしておけば、使いやすくなるの
ではないか？
＊数字だと分岐番号が優先されてしまう。

他班、他学級、他学年に協力してもらい、制作したチャットボットを利用してもらう。それによって得られた

レビューから、ユーザーからどのような反応があるのか確認していく。そして、「より多くの人に伝わりやす

い」プログラムになるように改善及び修正を繰り返していく。

改善後

▲レビュー画面の例

▲レビュー画面の例

「使いやすさ」の評価が上がっている！これなら小学生でも利用しやす
くなったと思う。
また、データベースを基本とした構想にしたので、伝えたい情報の追加
やリンクの変更も簡単にできるし、デバッグもしやすくなっている。メー
カーにとっても運用しやすいプログラムにすることができた。

ねそプロ 検索技術教育サイト「gijyutu.com」

▲作品の参考動画

チャット画面に表示される画
像はフリー画像にしよう！

次に
問題解決
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